
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

30,785,405

29,580,926

39,000,000

39,000,000

39,000,000 30,785,405

△ 16,819,000

60,366,331

計　画

78,000,000

61,181,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０３０２０４－００３－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

扶助費 78,000,000

78,000,000 78,000,000

特　記　事　項

特　記　事　項

60,366,331

金　額

特　記　事　項

60,366,331

制度の広報等での周知回数

年3回 年１回

扶助費 78,000,000

サブリーダー 加藤　敦史

計
画

出生した日から9歳に達する日以後の最初の3月31日まで（出生した日から小学校3年生が終わ
る日まで）のこどもの医療費（保険給付対象分の自己負担分）を全額支給します。3歳以上のこど
もについては、かかった医療費の領収書を添えた申請を受けて、支給します。
3歳未満（出生した日から3歳に達する日の属する月の末日）のこどもについては、現物給付（窓
口では自己負担が発生せず町が直接医療機関に支払う方法）とします。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

扶助費

こども医療費助成費

実
績

担当部課 教育部　こどもみらい課
担　当 児童福祉担当

財
　
源

小学3年生までの児童を養育している保護者に対し、3年生までにかかった保険対象の医療費及
び薬剤費の自己負担分を助成しました。

助成件数　32,292件

どのような成果が現れます（現れました）か？

こどもにかかる医療費を支給することにより、若い子育て世帯の経済的負担の軽減が図られます。
そのことによって、生活の安定が図られ、しいては児童の健全な育成が図られます。

医療費等の自己負担分を助成することは、保護者に対する経済的負担の軽減に大きく寄与してい
るものと考えます。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


